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1936（昭和11）年のベルリンオリンピックの放送では、実用的な磁気録音機
が存在しなかったため、円盤に溝を切削する円盤録音再生機が使われた。日
本放送協会では1940（昭和15）年の東京オリンピックのために国産化を目指
し、日本電気音響研究所に円盤用溝切削ヘッドの開発を依頼して、1938（昭
和13）年に当時世界最高レベルの性能の円盤録音再生機を完成させた。
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